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育は未だに技術のトレーニングや、偉大な作曲家や演
奏家の模倣を中心に行う傾向が見られるが、ジャック＝
ダルクローズのメソッドでは、まず子どもに音楽そのもの
を聴かせ、子ども自身の中に音楽を芽生えさせ、創作・
表現する喜びを覚えさせてから楽器の技術を教えている。
これらの練習を行うことで、子どもたちが、より生き生きと
し、内側に生まれてくるリズムや音楽を自信を持って表
現することができるだろう。また、一人の生徒が作ったも
のを、クラス全員で反復する、対位リズムなどで合いの
手を入れる、それを変奏させていくなどの学習は、創作
したものをみんなで振り返り確認する、ウォー ラス（1926）
の創造的思考プロセスで言う「検証期」と考えることが
でき、更に子どもたちの自信や喜びへとつながっていくこ
とだろう。
　ジャック＝ダルクローズは、こう述べている。「子どもが
いちばん好むのは、楽しみの種になる事物を、想像の中
で自ら紡ぎだし、飾り立てることなのである。同様に、彼は、
少しでも自分を出せる学習に興味を抱くのである。24」本
研究で、メソッドを分析していくうちに、子どもたちに単に
音列の仕組みを学ばせるだけでなく、アゴーギグやニュ
アンスを大切にし、より音楽的な表現力を育てようとして
いることがわかり、ジャック＝ダルクローズの音楽への想い
と子どもたちへの深い愛情を見てとることができた。また、
どの練習においても根本にはリズムがあり、ジャック＝ダル
クローズはやはりリズムが創造力を引き出す原動力になる
と考えていたことを改めて認識した。
7．おわりに
　本研究では、ジャック＝ダルクローズの文献やメソッドを、
創作という側面から分析した。今後はもっと幅広い文献
を精査し、ジャック＝ダルクローズの創造性を高めるとい
う理論と、その具体的な方法について更に研究を深め
ていきたい。
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